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IS2-85
情報付加による認識率100%の実現

ー人にも機械にも理解可能な情報伝達のためにー
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認識
誤りを含む情報

提示パターン

文字

バーコードを用いた情報伝達
全ての情報を埋め込む

巨大なバーコード

埋め込み情報の復元
誤りのない情報

 明日14:10、会場Ａ(メインホール)にて
発表予定!!

埋め込むべき情報量の削減

付加情報を用いるパターン認識

＜応用例＞認識誤りのない生活

認識性能の新しい関係

従来のパターン認識

A社製OCR向けの付加情報を
文書に印刷

新しい研究目標

新しいパターン認識の枠組み

任意の認識性能の実現
（リジェクトなしで認識率100%も可能）
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誤り易いパターンの組

誤認識を防ぐ記号

特徴空間

付加情報を用いるパターン認識の原理

What’s New?

識別器の新しい評価基準

A社製OCRの誤り傾向
(Confusion Matrix)

ーーーお金で買えない価値があるかもしれないーーー

付加情報が
印刷されたテキスト

付加する情報量、達成可能な認識率、
必要なリジェクトの関係

付加情報の情報量を最小にする識別器の開発

OS7A-29 「カメラによる文字認識のための
               付加情報の埋め込みに関する検討」

射影
変換

l1

l2

l3

l’1
l’2

l’3

任意の
直線

射影変換に不変な付加情報の埋め込み例

付加情報の情報量

認識で不足する情報を付加し、任意の認識性能を実現

EとFは互いによく間違うが、
AとEは間違わない

EとFは記号で判別する

わずかな情報を付加するだけで
認識誤りを避けることができる

A社製OCR

A社
Happy!!

認識率１００％だよ！


